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1.研究の背景 

  IEA 国際数学・理科教育動向調査(TIMSS2019)に

よると、調査対象の小学校４年生、中学校２年生と

もに、学校教育の内容に関する習熟率は、国際的に

みて比較的高いという結果が出ている。習熟率を

内容領域・認知的領域別にみても、いずれの領域も

他国と比較して高い。つまり、基本的な事項に関す

る知識や理解の面において、我が国の児童生徒は

優秀であると言える。ただ、前回調査(TIMSS2015)

に比べ、小学校理科においては平均得点が有意に

低下しており、550点以上 625点未満及び 625点以

上の児童の割合が減少している傾向が見られた。 

一方で質問紙調査の結果を見てみると、小学校・

中学校いずれも、「理科の勉強は楽しい」と答えた

児童は、90％から 92％、生徒は 66％から 70％と割

合は増加している。小学校理科について「勉強は楽

しい」と答えた児童の割合は、引き続き国際平均の

86％を上回っている傾向が見られた。 

また、中学校の調査ではあるが「理科を使うこと

が含まれる職業に就きたい」と答えた生徒の割合

は、25％から 27％と前回調査より増加しているが、

国際平均 57％より下回っている傾向が見られた。 

令和４年度全国学力・学習状況調査において、学

びに向かう力、人間性等に関する質問項目の「理科

の勉強は好きだ」や「理科の授業で学習したこと

は、将来、社会に出たときに役立つ」「将来、理科

や科学技術に関係する職業に就きたい」と回答し

ている児童の割合は調査開始年度と比べ、大きな

変化は見られなかった。 

これらの結果を受けて、平成 29年度告示の小学

校学習指導要領総則では、「児童が、学ぶことと自

己の将来とのつながりを見通しながら、社会的・職

業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を

身に付けていくことができるよう、特別活動を要

としつつ各教科等の特質に応じて、キャリア教育

の充実を図ること」としている。また、そのための

授業改善の視点として、「学ぶことに興味や関心を

持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連付けな

がら、見通しをもって粘り強く取り組み、自己の学

習活動を振り返って次につなげる主体的な学び」

を求めている(文部科学省、2017a、2017b)。 

キャリア教育に関連した先行研究として、神田・

小倉(2020)は、「科学的概念の理解を促した後、科

学的概念を身の回りの事物・現象や職業に適用さ

せる場を設定することで、科学的概念の適用力を

高めることができるとともに、理科学習への意欲

を向上させることができる」ことが概ね支持され

たと報告している。中学校の事例ではあるが、長谷

川・小倉(2023)は、「理科の学習内容と職業との関

連づけを行い、その後、総合的な学習の時間で様々

な職種の企業による理科や科学技術を活用した取

組について生徒が調べたり発表したりする活動を

行うことで職業の認識を深めることができる」こ

とが支持されたと報告している。また、小倉（2016）

も、理科がありとあらゆる職業生活に関係してい

ることを解説し納得させることで、理科への学習

意欲の喚起につながることができると報告してい

る。 

各種調査結果が示す通り、我が国の子どもたち

は、他国と比較しても基本的な事項に関する知識

や理解の面において高水準であるが、小学校にお

いては意欲的に取り組む姿勢に大きな変化が見ら

れないことや、理科の有用性や職業とのつながり

に結び付けていないと見受けられる。なお、神田・

小倉(2020)は疑問点として、他の授業者がこの単

元展開モデルを用いた場合や授業で得られた効果

以外の単元や他の学年においても同様の効果が見

出せるかは不明であると述べていることから、今

回、同じ単元を用いるのに加え、その次の単元まで

行い、効果を検証することとした。 



このような状況を踏まえ、さらに「理科好き」に

させるためには、以下のような状態にまで児童を

高める必要があると考える。 

 

 

 

 

そこで本研究では、このような状態を「理科の学

びの有用性や職業とのつながり」を結び付けた状

態と定義し、研究主題と副題を表題の通り設定し

た。 

そして、各種調査や先行研究から見える日本の

児童たちの課題を反映して、求められている理科

好きな児童の姿を次のように定義した。 

 

 

 

 

 

そこで、本研究では理科の有用性や職業とのつ

ながりまで意識づける手立てとして、①「概念的葛

藤」を生じさせる事象提示の工夫から②学びと職

業とのつながりを感じさせる資料等の提示という

関連があるからこそ、「興味・関心」と「理科の有

用性・職業とのつながり」が同じ単元の始めから終

わりまで位置している構造にすることで、その教

育効果をより高めることが可能であると考えられ

る。なお今回、知りたいという興味関心、好奇心が

働いている状態を本研究では「概念的葛藤」と定義

している。そして、理科の学習で学んだことを蓄え

ている状態を本研究では「科学的概念」と定義し

た。 

 

2.研究の目的 

本研究は、小学校理科において、理科好きな児童

を育成するために、身の回りの事物・現象の出会い

から理科の有用性と職業とのつながりを意識づけ

る授業の工夫を行い、職業との関連やキャリア意

識につながっていることを目的としている。 

 

 

3.研究仮説 

 

4.研究内容 

（１）設計した授業モデル 

概要を図１に示す。この授業モデルを用いた指

導法により、理科好きな児童を育成することがで

きると考えた。 

 

（２）研究方法 

設計した授業モデルの効果を検証するため、第

６学年「てこのはたらき」、及び「電気とわたした

ちのくらし」を検証単元とし、授業を行う。検証単

≪仮説１≫ 

生活や社会に役立つ物に触れる場を単元の始め

に設定し、とても仕組みはわからないが知りたい

という概念的葛藤を生じさせれば、理科学習への

意欲が高まるであろう。 

≪仮説２≫ 

科学的概念を適用して様々な職業との関連性に

つなげる場を毎時間意図的に設定し、身の回りの

事物・現象に関する理科の有用性と職業とのつな

がりを結び付けることができれば、理科が自分の

将来の職業に関連しているという意識が高まるで

あろう。 

生活や社会に役立っている物を事象提示す

ることで、理科に対する興味・関心をもち、有

用性や職業とのつながりまで実感を伴って学

んでいる。 

本研究における理科好きな児童像 

生活や社会に役立っている物の事物・現象に

対して興味・関心をもち、理科の有用性や職業

とのつながりを意識しながら学んでいる児童 

図 1 本研究により設計した授業モデル 



元の流れを以下の表１・３に示す。いずれも１単位

時間 45分である。 

a.小学校第６学年「てこのはたらき」 

≪手立て①≫ 

「軽自動車(図２)を用いて、人力だけでは持ち上

がらない物を持ち上げる」という非日常的な課題

を提示し、概念的葛藤を生じさせ、てこの規則性を

学ぶ理科学習への意欲を高めた。 

 

≪手立て②≫ 

学んだ科学的概念と職業とのつながりについて

理解させる(表２、図３・４)。以下を例示して理科

が自分の将来の職業に関連しているという意識を

高めた。 

 

 

 

 

b.小学校第６学年「電気とわたしたちのくらし」 

図 2 導入時にタイヤを浮かせている様子 

図 3 第８時間目のて

こを利用した

道具を実際に

活用して確か

めている様子 

図 4 第 8･9時間目にスライドを用いて説明している様子 

表 2 社会や職業とのつながりを意識づける資料一覧 

表 1 検証単元「てこのはたらき」の流れ 

表 3 検証単元「電気とわたしたちのくらし」の流れ 



≪手立て①≫ 

「アシストスーツを用いて、人力だけではなく

持ち上げている」という学習と職業がつながって

いる課題を提示し、概念的葛藤を生じさせ、電気の

利用を学ぶ理科学習への意欲を高めた。 

 

≪手立て②≫ 

学んだ科学的概念と職業とのつながりについて

理解させる(表４、図５)。以下を例示して理科が自

分の将来の職業に関連しているという意識を高め

た。 

 

（４）調査対象と調査時期 

調査対象 

被験者はさいたま市立公立 A 小学校第６学年４

学級である。指導者は長期研修教員が担当する。 

調査時期 

調査は以下の日程で行う。 

・検証授業 

令和５年 10月 23日(月)～12月 14日(木) 

 

（５）効果の検証 

理科に対する意識の変容 

指導の効果を検証するために、質問調査を事前・

経過(検証授業①終了後)・事後(検証授業②終了

後)の計３回行った。小倉(2016)は、質問項目１～

５について回答させることは、回答者の科学リテ

ラシーを簡易的に把握するのに有用である。また、

児童たちの理科に対する意識を把握するための項

目としても有用であると述べている。なお今回、本

研究で検証したい該当項目は、３つである(表５)。 

また、今回の回答は、「とても当てはまる」「だい

たい当てはまる」「どちらかというと当てはまる」

「どちらかというと当てはまらない」「ほとんど当

てはまらない」「まったく当てはまらない」の６件

法を用いて、より細かい分析方法を行うこととす

る。また、とても当てはまるが６点として、まった

く当てはまらないが１点と点数化して、事前・経

過・事後における各質問への回答の変化について

一元配置分散分析を用いて統計的に分析した。 

本研究では、第６学年４学級を、１学期業者テス

トの平均点を基に、「てこのはたらき」の単元では

実験群(１・４組)・統制群(２・３組)の２群に分け、

実験群が、手立てを講じた授業を行う。「電気とわ

たしたちのくらし」の単元では、実験群(１組)、実

験群(２・３組)、統制群(４組)の３群に分け、実

験・実験群と統制・実験群が手立てを講じた授業を

行う。３群の結果を比較し、効果の検証が行えるよ

図 5 第 7時間目にアシストスーツを着用して重い物を

持ち上げる様子（上：電源を入れていない状態）

（下：電源を入れた状態） 

表 5 理科に対する意識調査の項目 

表 4 生活や社会、職業とのつながりを意識づける資料・動画 



うにする(表６)。本研究で設定した授業モデルに

より、項目１は３群とも高い水準で維持できると

期待され、項目２・３は実験・統制群や統制・実験

群よりも実験・実験群に意識の向上が起こると期

待される。 

（６）結果と考察 

ａ.理科に対する意識調査 

事前・経過・事後の質問３項目調査でどのように

変容したかを検証するため集計を行った(表７・

８・９)。結果は以下の通りである。 

次に事前・経過・事後の意識調査の結果をもとに

各３群で指標値やグラフで示す(図６・７・８)。指

標値とは、今回は、６肢選択の回答結果から、全員

が「とても当てはまる」を選択した場合は指標値が

100に、全員が「まったく当てはまらない」を選択

した場合は指標値が０となる。 

興味・関心の項目において実験・実験群は、指標

値が 68～76を示した。事前から経過にかけて値が

低下し事後にかけて上昇を示した。 

統制・実験群について、指標値が 74～79を示し

た。経過で低下を示したが、事前から事後にかけて

上昇を示した。 

実験・統制群について、指標値が 80以上を示し

たことから、どの群も手立て①によって「興味・関

心」を高い水準で維持できたといえることが考え

られる。 

表 7 事前調査の結果 

表 8 経過調査の結果 

表 9 事後調査の結果 

図 6 意識調査結果（１興味・関心） 

図 7 意識調査結果（２有用性） 

表 6 各群の調査方法  



有用性の項目において３群とも、指標値は 80以

上の高い値を示しており、手立て②を講じたが、事

前から事後にかけて高い水準で維持できているこ

とから理科の有効性に影響を与えるものではない

と考える。 

職業との関連性の項目において３群とも、事前

から事後にかけての上昇率は顕著である。このこ

とから項目５は、手立て②を講じることで、職業と

の関連性を感じさせることができたと考えられる。 

 

ｂ.理科に対する意識の変容について 

まず、質問紙項目で得られた各項目の値につい

て一元配置分散分析を行い、事前・経過・事後の３

群の有意差について検定した。なお、分析におい

て、有意水準１％で有意な差が認められた時**(ｐ

＜.01)、有意水準５％で有意な差が認められた時

は、*(ｐ＜.05)として表に示す。 

検定の結果(図 9・10・11)３群とも、質問５で、

回答の変化に有意な差が認められた。質問３項目

への回答の分析結果より３群とも質問５への回答

が肯定的に変化したことから、本指導法は児童に

職業との関連性を高める上で有効であると考えら

れる。また、実験・統制群は有意水準１％で有意な

差が見られ、実験・実験群と統制・実験群は、有意

水準５％で有意な差が見られるものの、一貫して

どの群の値が高いということではない。そのため、

統計的に大きな差があったとはいえず、事前の段

階から肯定的な回答の値が高かったことから本調

査に影響があるものではないことがわかる。 

次に、手立ての有効性を検証するため、項目ごと

に Sidak の多重比較検定を行った。検定結果(表

10・11・12)と考察を以下に示す。なお、数値が高

図 9 ３群の質問１（興味・関心）の回答の変化 

 

図 10 ３群の質問２（有用性）の回答の変化 

 

図 11 ３群の質問３（職業との関連性）の回答の変化 

 

図 8 意識調査結果（３職業との関連性） 



いほど肯定的にとらえることを表している。(p 値 

**：１％有意 *：５％有意)  

≪項目１ 興味・関心≫ 

実験・実験群は、事前から経過、事前から事後にか

けて有意な低下が見られ、経過から事後では有意な

差は見られず、高い状態を維持している。 

統制・実験群は、事前から経過にかけて有意な低下

が見られ、経過から事後、事前から事後では有意な差

は見られず、高い状態を維持している。 

実験・統制群は、経過から事後にかけて有意な低下

が見られ、事前から経過、事前から事後では有意な差

は見られず、高い状態を維持している。 

このことから、手立て①には、興味・関心を大きく

高める効果はないものの、興味・関心を高い状態で維

持する効果があると考えられる。 

≪項目２ 有用性≫ 

３群とも、事前から経過、事前から事後にかけて有

意な低下が見られ、経過から事後では有意な差は見

られず、高い状態を維持している。このことから手立

て②には、有用性を大きく実感させる効果はないも

のの、有用性を高い状態で維持する効果があると考

えられる。 

 

 

≪項目３ 職業との関連性≫ 

３群とも、事前から事後にかけて、有意な差が見ら

れないものもあるが、実験・実験群の事前から事後、

統制・実験群の経過から事後、実験・統制群の事前か

ら経過、事前から事後では、有意に上昇している。こ

のことから、手立て②は職業との関連性を向上させ

る効果があると考えられる。 

小倉(2016)は、平成２７年度全国学力・学習状況調

査の理科質問紙の結果から指標値を算出して分析し

ていることから今回、令和４年度全国学力・学習状況

調査の「理科の勉強は好きだ」「理科の授業で学習し

たことは、将来、社会に出たときに役に立つ」「将来、

理科や科学技術に関係する職業に就きたい（私が将

来はたらく職業は、理科に関係している）」の項目に

おいて、指標値を算出し、３群と比較した。項目１「理

科の勉強は好きだ」は、74 に対し本校の児童が、71

～80 と平均を維持している。項目２「理科の授業で

学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つ」

は、72 に対し本校の児童が 81 から 82 と高い水準で

あることを示している。項目３「将来、理科や科学技

術に関係する職業に就きたい」は 31に対し本校の児

童は 56～63と顕著に高い水準であることを示してい

る。 

 

5.研究のまとめと今後の課題 

本研究の目的は、小学校理科において、理科好きな

児童を育成するために、先行研究で課題として明ら

かになった部分を試行実践することで、新たな結論

や課題を導出することを目的として取り組んだもの

である。本研究の結果から以下のようなことが考え

られる。 

表 10 項目１ 多重比較検定結果 

表 11 項目２ 多重比較検定結果 

表 12 項目３ 多重比較検定結果 



質問紙調査３項目の分析の結果、３群において、項

目１・２に関して指標値からも一元配置分散分析の

統計結果からもそして Sidak の多重比較検定の分析

からも概ね高い水準で維持することができた。また、

項目３において、実験・実験群は、事前から事後まで

有意な上昇を見せた。統制・実験群は、実験群の際の

数値が上がったことから職業との関連性の意識を向

上したことにつながった。実験・統制群は、実験群の

上昇だけではなく、統制群でも値としても高くなっ

ていることや、事前から事後の意識調査で統計的有

意に上昇したことが明らかとなった。 

以上により、本研究で設計した授業モデルは仮説

1・2 に対し意識の向上が見られことや、高い状態で

維持されていることから概ね支持されたと考えられ

る。本研究で設計した授業モデルは、理科に対する

「理科学習への意欲」を高い状態で維持した。そして、

理科の有用性も高い状態で実感しており、職業との

つながりを意識づけると上昇した。今回の本研究の

指導法の一例として、これからの理科授業の効果と

して有効であると示唆されたといえる。 

しかし、今後の課題として、以下のようなことが考

えられる。 

仮説１については、有意な上昇が見られなかった

ことから、今後更なる理科学習への意欲が高まる事

象提示について改善が必要である。 

仮説１・２にもいえるが、他の単元でも設計したモ

デルが活用できるのか考える必要がある。また、本研

究のようにエネルギー領域以外でもこの授業モデル

の活用が可能なのかは効果を検証する必要がある。

そして、他学年でも活かせるかも併せて効果を検証

したいと考える。 

今回の１学期の業者テストの平均点が最も高い統

制・実験群はどちらの群でも有意な上昇または高い

状態を維持し、学習に取り組んでいた反面、最も低い

実験・実験群は手立てを講じながらも、有意な低下が

見られた。実態把握に努めた上で、学習したことから

職業へのつながりの説明の仕方のスライドや動画、

または実物を用いて理科の有用性と職業との関連性

を結び付ける工夫が必要である。 
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